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第 12 回 CISPRJ 電波雑音委員会 議事要録 
 

 
１． 開催日時 ： 2025 年 6 月 3 日（火） 13:30～14:20 
２． 開催場所：（一財）VCCI 協会 5 階 A 会議室／オンライン会議 
３． 出 席 者 ：（順不同、敬称略）  委員 21 名（委員長への議決委任 4 名を含む） 

                             参加 9 名、事務局 4 名 
                            会議中は、終始、双方向の意思伝達に問題はなかった。 

＜出席委員＞ 17名 
徳田委員長 <東京大学大学院> 上田委員 <一般社団法人 インターホン工業会>(Web) 

笠井委員 <超音波工業会/高周波機械工業会>(Web) 三塚委員 <一般財団法人 ﾃﾚｺﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ>(Web) 

安藤委員 <一般社団法人 送配電網協議会>(Web) 有田委員 <一般社団法人 電子情報技術産業協会> 
加藤委員 <一般財団法人 電波技術協会>(Web) 今泉委員 <一般社団法人 日本自動販売ｼｽﾃﾑ機械工業会>(Web)

 高岡委員 <一般社団法人 日本照明工業会>(Web) 前川委員（代理：小寺）<一般社団法人 日本電機工業会>(Web) 
 阿部委員（代理：山口）<一般社団法人 日本配線ｼｽﾃﾑ工業会>(Web) 橋本委員 <日本放送協会>(Web) 
桑原委員 <一般社団法人 日本ﾎｰﾑﾍﾙｽ機器協会> 土屋委員 <一般社団法人 日本陸用内燃機関協会>  

河邉委員（代理：宮谷）<一般財団法人 日本冷凍空調工業会>(Web) 山下委員 <株式会社 UL Japan>(Web)  

奥山委員 <一般財団法人 VCCI協会>(Web) 
＜欠席委員＞ 5名（委員長への議決委任4名） 

 山下副委員長 <一般財団法人 電気安全環境研究所> 松山委員 <一般社団法人 KEC関西電子工業振興センター> 

浅見委員 <一般社団法人 日本ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ産業協会> 遠山委員 <一般財団法人 日本品質保証機構> 

川脇委員 <一般社団法人 ﾋﾞｼﾞﾈｽ機械・情報ｼｽﾃﾑ産業協会> 

＜参加メンバ＞ 
佐々木 <経済産業省 製品安全課> 橋本  <経済産業省 製品安全課>(Web)  
今泉  <総務省 電波環境課>(Web) 郷藤  <総務省 電波環境課>(Web) 

北島  <独立行政法人 製品評価技術基盤機構>(Web) 中野   <一般社団法人 日本電機工業会> 

小田  <一般財団法人 VCCI協会>              長部  <一般財団法人 VCCI協会>(Web) 

島先  <一般財団法人 VCCI協会> 

＜欠席通知をいただいた参加メンバ＞ 
廣瀬    <一般社団法人 日本電気協会>  

＜事務局＞ 
古賀  <一般財団法人 VCCI協会> 星野  < 一般財団法人 VCCI協会> 

重光  < 一般財団法人 VCCI協会> 村松(記) < 一般財団法人 VCCI協会> 
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４． 配布資料： 
資料 0  第 12 回 CISPRJ 電波雑音委員会 議事次第 
資料 1  令和 7(2025)年度 CISPRJ 電波雑音委員会 委員名簿 
資料 2  令和 6(2024)年度 CISPRJ 電波雑音委員会 事業報告（案） 
資料 3  令和 7(2025)年度 CISPRJ 電波雑音委員会 事業計画（案） 
資料 4 電気用品の雑音強さ（別表第十）の見直し 
補足資料 1  別表第十二 国際規格等に準拠した基準へ一本化した際の課題確認と対応方針に関するご報告 
補足資料 2 解釈別表第十二に関わる CISPRJ 規格の発行・国内答申審議状況 
補足資料 3  CISPRJ 電波雑音委員会 ウェブサイト訪問件数 月別推移 
補足資料 4  CISPRJ 電波雑音委員会 ウェブサイトへの問い合わせ内容 
 

５． 議事概要： 
5-0：開会 
・徳田委員長ご挨拶の後、委員長が議長となり、審議に入った。  
 

5-1：定足数の確認 
・第 12 回 CISPRJ 電波雑音委員会は、会議室への参加とオンライン会議を併用した審議にて開催する 

こととした。 
・本日の出席委員数について事務局より報告があった。出席委員数については、総数 22 名に対し、委員 

長を含め会議室での出席が 4 名、オンラインでの出席が 13 名、委員長への委任状提出が 4 名の合わせ 
て 21 名となり、規約第 9 条にある全委員数の 2/3（15 名）以上の出席を充足しており、本委員会は成立 
していることが確認された。 

 
5-2：議事次第及び配布資料の確認 

・事務局より、議事次第及び配布資料について、2 件の審議事項と 2 件の報告事項が確認された。 
 

5-3：経済産業省 製品安全課 佐々木様ご挨拶 
・資料 4「電気用品の雑音強さ（別表第十）の見直し」は、2025 年 3 月に開催された産業構造審議会  
保安・消費生活用製品安全分科会 製品安全小委員会の資料の抜粋であるが、最新動向を補足した説 
明があった。 

・電気用品調査委員会電波雑音部会解釈別表第十見直し WG3 では、2023 年 5 月から 2024 年 8 月 29 日 
まで 325 品目の電気用品について、電波雑音に関する検証を実施した。先に、WG1（照明器具）、

WG2（マルチメディア機器及び家庭用医療機器）において検証を行い、最後に WG３（それ以外の電

気用品の品目）において検証を行った。 
・今般、解釈別表第十で雑音の強さが要求される電気用品は、解釈別表第十二の表 2 雑音の強さに関する 

基準のいずれかを適用することができることを確認した。 
・これを踏まえ、解釈別表第十二への一本化については、2025 年 8 月 29 日に改正し、8 月 31 日から適 

用を予定している。 
・なお、別表第十については、3 年間の経過措置をもって廃止する予定である。 
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5-4：総務省 電波環境課 今泉様（代理：郷藤様） ご挨拶 
総務省では、CISPR 11 などの国内答申案の検討を進めているところである。答申がまとまったら 
当委員会で、適宜、CISPRJ 規格の作成をお願いすると説明があった。 

 
5-5：報告事項１ 

 CISPRJ 電波雑音委員会委員交代及び団体の入退会について 
・事務局より、資料 1 に基づき次の 2 名の委員交代について報告があった。日本放送協会は、 鈴木様か 

ら橋本様へ、一般社団法人 日本ホームヘルス機器協会は、大浦様から桑原様への交代の報告があり、 
承認された。また、一般社団法人 送配電網協議会は、電気事業連合会から事業移管され、安藤様が委 
員を継続する。その後、交代された委員の方よりご挨拶いただいた。 

・団体の入退会はなかった。 
 

5-6：報告事項 2 
 第 11 回 CISPRJ 電波雑音委員会議事要録について 
・事務局より、令和 6(2024)年 5 月 30 日開催の第 11 回 CISPRJ 電波雑音委員会議事要録については、 

令和 6(2024)年 6 月 17 日にご案内した結果、ご意見はなかった。委員長のご承認をいただいた後、 
CISPRJ 電波雑音委員会のホームページに掲載していることを報告した。 
 

5-7：審議事項 1 
第一号議案 令和 6(2024)年度 CISPRJ 電波雑音委員会 事業報告（案）について 
・事務局より、資料 2 に基づき説明があり、承認された。 
ア． 令和 6(2024)年度は、5 月に委員会を開催した。 

委員会での主な報告・審議内容は以下の通り。 
・委員長、副委員長の互選。 
・委員の交代。 
・令和 5（2023）年度 CISPRJ 電波雑音委員会 事業報告（案）の承認。 
・令和 6（2024）年度 CISPRJ 電波雑音委員会事業計画（案）の承認。 
・別表第十二 国際規格等に準拠した基準へ一本化した際の課題確認と対応方針に関して、 
各工業会及び試験所への意見募集。 

       ・整合規格への採用に関する報告。 
       ・委員会への団体の入退会に関する報告。 

イ． 意見募集の結果 
「電波雑音に関する共通規格に対応した整合規格の作成については、共通規格の最新版に対す 
る国内答申は、まだ発行されていないので、まずは、最新版の国内答申を発行いただくことを 
提案したい」旨、意見をまとめご報告した。 

 
5-8：審議事項 2 

第二号議案 令和 7（2025）年度 CISPRJ 電波雑音委員会 事業計画（案）について 
・事務局より、資料 3 に基づき説明があり、承認された。 

ア． 委員会の活動として、CISPRJ 電波雑音委員会は、年１回の開催を予定。 
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イ． 令和 7（2025）年度は、“技術基準の解釈別表第十二 国際規格に準拠した基準の表 2 雑音 
の強さに関する基準”に関わる総務省情報通信審議会答申については、総務省情報通信審議会 
の審議状況を注視していく。 

ウ． 電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈について、通達の動向を注視する。 
エ． 電気用品調査委員会の組織変更があり、CISPRJ 電波雑音委員会での整合規格の原案について 

は、整合規格検討部会に上程する。 
・資料 3 に対する意見などはなかった。 
 

5-9:その他 1 
  別表第十二 国際規格等に準拠した基準へ一本化した際の課題確認と対応方針について 

・事務局より、補足資料 1 に基づき説明があった。 
・補足資料１に対する意見などはなかった。 

 
5-10:その他 2 
  解釈別表第十二に関わる CISPR 規格の発行・国内答申審議状況について 

・事務局より、補足資料 2 に基づき、以下の説明があった。 
ア． CISPR 11 Ed.7.0 の国内答申については、2025 年度中の答申を目指す。 

2025 年度中の答申とは具体的に何時頃かとの質問があり、郷藤様より、CISPR 11 Ed.7.0 の国内答 
申は、今のところ 2025 年 12 月までに答申予定ではあるが、現時点、検討事項もあるので、確定で 
はないと回答があった。 

イ． CISPR 14-1 Ed.7.0 の国内答申改正案については、今年度検討開始で間もなくキックオフの予定であ 
る。 

ウ． CISPR 15 Ed.9.1 の国内答申改正案については、今年度検討開始の予定である。 
エ． CISPR 32 Ed.3.0 については、今年度は答申審議の会議体の設立予定はない。 
オ． IEC 61000-6-3 Ed.3.0、IEC 61000-6-4 Ed.3.0、IEC 61000-6-8 Ed.1.0 については、今年度は答申審 

議の会議体設立予定はない。 
   カ.  CISPR 16 シリーズの一部答申も、2025 年度中の答申を目指す。 

 
5-11:その他 3 
  平成 29（2017）年度から令和 6（2024）年度の CISPRJ 電波雑音委員会のウェブサイト訪問件数月別推 

移について 
・事務局より、補足資料 3 に基づき、以下の説明があった。 

ア． 令和 6(2024）年度の当委員会ウェブサイト訪問件数は、月平均 1,500 件以上であった。これは、令 
和 5（2023）年度対比月当たり 200 件以上増加しており、年間を通して定常的に閲覧されている。 
 

5-12:その他 4 
  令和 5(2024)年度 CISPRJ 電波雑音委員会 ウェブサイトへの問い合わせ内容について 

・事務局より、補足資料 4 に基づき、以下の説明があった。 
ア． CISPRJ 15:2017 については 6 件、CISPRJ 32:2017 については 2 件の問い合わせがあった。問い合 

わせ内容は、規格の解釈と測定法についてであり、問い合わせ内容と回答内容について報告した。 
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なお、CISPRJ 15:2017への問い合わせについては、（一社）日本照明工業会に照会し、問い合わせ 
者へ回答を行ったことの報告があった。なお、規格の改正が必要となる問い合わせはなかった。 

 
5-13:閉会 

以上で、第 12 回 CISPRJ 電波雑音委員会を終了した。 
 

  －以 上－ 


